
新年の誓は八幡山から 
2008年は1月1日から営業いたします。 

八幡山ロープウェー
近江八幡市宮内町 

TEL 0748-32-0303  FAX 0748-32-3637 
http://www.ohmitetudo.co.jp/

山麓から山頂まで約4分。山頂は四季折々の 
風景が見渡せる大パノラマが広がります。 

琵琶湖国定公園  

営業時間 AM9:00 ～PM5:00 ／ 年中無休 
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本年も皆様に愛される
味をお届けいたします。
本年も皆様に愛される
味をお届けいたします。

「新年会」予約受付中
2008年は 1月2日から

営業いたします。

ただいま
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ほ
の
ぼ
の

つ
う
し
ん

〒523-0892 滋賀県近江八幡市出町131 天八シガ1階
TEL.0748（32）1985  FAX.0748（32）3514（ラビットハウス内） 

会員募集 正会員  賛助会員  団体会員 入会を希望される方は事務局までご連絡ください 

　まちづくりや文化、歴史について情報を発信していきた
いと考えています。地域のコミュニティースペースとして
お気軽にご利用ください。 
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秀
次
パ
ネ
ル
展
12
月
27
日
ま
で
開
催
し
ま
し
た

秀
次
公
の
顕
彰
を
し 

て
い
く
中
で
高
野
山 

を
始
め
村
雲
御
所
瑞 

龍
寺
、
京
都
嵯
峨
村 

雲
別
院
、
善
正
寺
、 

瑞
泉
寺
な
ど
秀
次
ゆ 

か
り
の
お
寺
が
あ
り 

ま
す
。
今
回
は
京
都 

三
条
木
屋
町
に
あ
る 

瑞
泉
寺
所
蔵
、
秀
次 

公
の
高
野
山
で
の
切 

腹
、
京
都
で
の
一
族 

の
悲
惨
な
最
後
を
描 

か
れ
た
秀
次
縁
起
絵 

巻
、
瑞
泉
寺
縁
起
絵 

巻
の
一
部
を
写
真
パ 

ネ
ル
展
示
し
ま
し
た
。 

多
く
の
方
の
御
来
場 

を
賜
り
有
難
う
ご
ざ 

い
ま
し
た
。 

 

ま
ち
づ
く
り
の
あ
り
方
を
学
ぶ

 

謹賀新年

　今年も「八幡瓦版仄仄通信」を御愛読 
頂きますよう宜しくお願い申し上げます。 

　　　　　平成20年　元旦 

  　　　　NPO法人秀次倶楽部 

【本  店】 駅前ブーメラン通り   TEL. 0748（33）1151謹賀新年 

本   店：近江八幡市東川町866-1  
 TEL.0748-37-4325 
長浜黒壁店：長浜市元浜町11-27       
 TEL.0749-62-6115

http://www.oumi-usi.co.jp

平
成
１９
年
１２
月
１５
日
に
近
江
八
幡
市
立
図
書
館

新
図
書
館
１０
周
年
記
念
に
あ
わ
せ
て
、
念
願
で
あ

っ
た
「
秀
次
物
語
」
を
琵
琶
の
音
に
心
を
馳
せ
て
、

西
願
寺
副
住
職
の
金
森
昭
憲
氏
に
よ
っ
て
実
現
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
図
書
館
視
聴
覚
室
い
っ

ぱ
い
の
お
客
様
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
、
感
無
量

で
し
た
。
集
客
人
数
百
人
の
図
書
館
視
聴
覚
室
は

整
理
券
を
出
し
た
そ
の
日
に
満
席
状
態
と
な
り
多

く
の
方
に
お
断
り
し
た
こ
と
を
お
詫
び
致
し
ま
す
。

市
民
の
方
々
に
感
心
を
持
っ
て
頂
い
た
こ
と
は
秀

次
倶
楽
部
に
と
っ
て
、
こ
の
上
も
な
い
喜
び
で
し
た
。 

           

そ
の
上
近
江
八
幡
の
伝
統
文
化
で
あ
る
「
押
し

絵
」
で
秀
次
公
の
座
像
画
が
衝
立
と
な
っ
て
近
江

八
幡
市
に
小
原
昌
枝
さ
ん
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。 

制
作
に
５
ヵ
月
費
や
さ
れ
た
立
派
な
秀
次
公
に

よ
っ
て
、
多
く
の
方
々
に
驚
き
と
伝
統
文
化
の
神

髄
に
触
れ
る
こ
と
が
出
来
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
い

ま
し
た
。
琵
琶
の
演
奏
の
前
に
寄
贈
式
を
さ
せ
て

頂
き
、
近
江
八
幡
市
教
育
委
員
会
教
育
長
中
江
氏
、

近
江
八
幡
市
協
働
政
策
部
長
北
川
氏
が
お
越
し
下

さ
り
、
お
受
け
取
り
下
さ
い
ま
し
た
。
押
し
絵
は

市
立
資
料
館
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
り
市
立
資
料

館
長
河
内
氏
も
御
列
席
下
さ
い
ま
し
た
。 

寄
贈
式
の
後
、
金
森
昭
憲
氏
の
登
場
で
す
。 

３２
才
の
若
い
琵
琶
説
教
師
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
が
輝
か
し
く
お
寺
様
の
重
厚
な
出
で
立
ち
が
眩

し
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。 

ご
紹
介
と
共
に
お
話
が
始
ま
る
と
会
場
は
清
麗

な
空
間
と
な
り
人
々
は
話
の
中
に
吸
い
込
ま
れ
て

い
き
ま
し
た
。 

琵
琶
の
荘
厳
な
音
色
に
清
ら
か
な
声
色
、
気
合

い
の
こ
も
っ
た
音
、
ど
こ
か
華
や
か
で
物
悲
し
い

秀
次
の
生
涯
を
語
る
に
ふ
さ
わ
し
い
琵
琶
の
調
べ

で
あ
り
ま
し
た
。
金
森
副
住
職
の
説
法
の
分
り
や

す
さ
優
し
さ
が
会
場
の
人
々
に
感
動
と
新
た
な
明

日
へ
の
力
を
下
さ
い
ま
し
た
。 

秀
次
倶
楽
部
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と

し
て
６
年
目
に
入
り
ま
し
た
が
「
明

る
く
正
し
く
仲
良
く
」
の
説
法
を
し

て
頂
い
た
こ
と
を
肝
に
銘
じ
て
活
動

を
し
、
文
化
と
商
工
業
の
発
展
を
基

調
に
し
た
秀
次
公
の
町
づ
く
り
の
理

想
を
受
け
継
ぐ
わ
れ
わ
れ
の
活
動
は
、

ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
今
回
作
詩
は
秀
次
倶
楽
部
で

さ
せ
て
頂
く
こ
と
を
御
了
解
い
た
だ
き
、
井
戸
洋

氏
が
手
腕
を
発
揮
し
て
頂
き
ま
し
た
。
作
曲
編
曲

を
お
受
け
い
た
だ
い
た
金
森
副
住
職
は
嵯
峨
釈
迦

堂
（
清
凉
寺
）
に
身
を
置
か
れ
、
毎
日
多
忙
の
中
、

「
秀
次
物
語
」
の
制
作
に
大
切
な
時
間
を
費
や
し
て

頂
き
ま
し
た
。
１１
月
１５
日
の
月
命
日
に
で
き
上
が

り
、
秀
次
公
ゆ
か
り
の
寺
「
瑞
泉
寺
」
に
行
か
れ

中
川
住
職
と
秀
次
談
議
を
な
さ
れ
た
と
お
聞
き
し

ま
し
た
。 

一
年
前
、
私
ど
も
の
活
動
に
ご
理
解
を
い
た
だ

き
快
く
お
引
き
受
け
い
た
だ
き
琵
琶
演
奏
で
の
創

作
に
ご
尽
力
頂
い
た
こ
と
に
感
謝
と
敬
意
を
心
か

ら
表
し
ま
す
。
西
願
寺
さ
ん
の
檀
家
さ
ん
を
は
じ

め
多
く
の
方
々
の
応
援
を
い
た
だ
き
ま
し
て
無
事

終
了
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
　 

平
成
１９
年
１２
月
吉
日
ま
ち
づ
く
り
の
あ
り
方
を

多
い
に
学
ぶ
一
日
で
し
た
。
全
員
参
加
の
「
秀
次

物
語
、
琵
琶
の
一
曲
」づ
く
り
に
、
ご
支
援
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
　
　 

　
　 

　
　  

　     

（
高
木
） 

「
は
ち
ま
ん
知
り
隊
！
教
え
隊
！
」 

１１
月
３０
日
に
八
幡

小
学
校
六
年
生
が
市

内
観
光
地
で
総
合
学

習
の
一
環
で
郷
土
の

歴
史
や
文
化
を
Ｐ
Ｒ

し
な
が
ら
学
習
さ
れ

て
い
ま
し
た
。 

豊
臣
秀
次
が
八
幡

山
城
を
築
き
２８
歳
の

若
さ
で
自
害
す
る
ま

で
を
八
幡
堀
新
町
浜

を
舞
台
に
観
光
客
の

前
で
寸
劇
を
披
露
さ

れ
、
大
き
な
拍
手
を
受
け
て
い
ま
し
た
。 

次
世
代
を
担
う
子
供
達
が
学
習
の
中
で
郷
土
の
文
化
や

歴
史
に
触
れ
る
事
で
町
の
良
さ
や
新
し
い
発
見
が
子
供
の

眼
の
高
さ
で
見
つ
け
ら
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
秀

次
倶
楽
部
に
と
っ
て
顕
彰
の
実
感
を
感
じ
た
場
面
で
し
た
。 

市
立
図
書
館 

二
階
展
示
場



近
江
八
幡
の
古
道
 

武
佐
宿
　
そ
の
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武
佐
宿

武
佐
宿
は
日
本
の
へ
そ
で
あ
る
 本陣 

安
土
町
文
化
財
専
門
委
員
　
　
江
南   

洋

近
江
八
幡
の
古
道
⑤
編
で
書
い
た
Ｗ
・
Ｍ
・
ヴ

ォ
ー
リ
ズ
が
„
近
江
八
幡
は
日
本
の
へ
そ
“
と

ま
で
表
現
し
、
自
分
の
サ
イ
ン
に
○
と
し
た
の

も
日
本
の
中
心
と
し
た
意
味
が
あ
っ
た
の
だ
。

勿
論
、
私
が
こ
の
武
佐
宿
の
歴
史
に
ふ
れ
て
い

る
が
、
こ
の
様
な
事
柄
は
御
存
じ
で
は
な
か
っ

た
と
思
う
け
れ
ど
も
、
日
本
の
中
心
で
あ
る
こ

と
を
見
通
し
て
お
ら
れ
た
の
は
正
に
楽
し
い
歴

史
的
事
実
で
あ
る
。 

　 又
、
当
時
の
武
佐
宿
の
繁
栄
は
見
事
な
も
の

で
あ
り
旅
籠
の
名
を
見
る
だ
け
で
も
拾
数
軒
を

か
ぞ
え
る
。
た
ば
こ
屋
、
嶋
川
、
く
す
り
屋
、

銭
屋
、
鳥
久
、
加
茂
屋
、
二
階
屋
、
小
南
、
扇

屋
、
河
内
屋
、
大
せ
、
と
ら
や
、
円
生
、
小
桜

屋
、
庄
八
、
た
た
み
や
、
丸
屋
、
角
屋
、
仙
右

ェ
門
、
綿
打
屋
、
等
々
の
記
録
を
見
る
こ
と
が

出
来
る
。
特
に
数
多
い
資
料
の
中
に
極
彩
色
の

絵
図
が
残
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
安
藤
広
重
の
中

山
道
（
木
曽
路
）
六
十
九
次
の
中
に
渡
し
の
一

枚
が
残
さ
れ
て
い
る
の
が
嬉
し
い
。
又
吉
田
屋

と
い
う
旅
籠
屋
に
残
る
藩
札
が
あ
り
当
時
の
旅

人
が
使
っ
た
も
の
で
今
日
残
さ
れ
て
い
る
の
は

珍
し
く
彦
根
藩
で
発
行
さ
れ
た
そ
の
領
内
だ
け

で
通
用
し
た
紙
幣
で
、
米
と
も
交
換
出
来
た
も

の
で
あ
る
。
数
多
く
の
資
料
の
中
か
ら
、
武
佐

宿
の
歴
史
を
学
ぶ
事
が
出
来
、
多
く
の
文
化
的
、

歴
史
的
資
料
を
残
し
て
い
る
。 

　 馬
渕
学
区
と
の
境
に
位
置
す
る
瓶
割
山
城
遺

跡
は
別
名
長
光
寺
城
と
も
い
わ
れ
応
仁
二
年
（
一

四
六
八
年
）
応
仁
の
乱
に
際
し
六
角
氏
が
築
城

し
た
が
、
西
軍
の
六
角
高
頼
に
攻
め
ら
れ
落
城
、

織
田
信
長
が
柴
田
勝
家
に
命
じ
て
修
築
さ
せ
た

が
元
亀
元
年
（
一
五
七
〇
年
）
六
角
義
賢
の
軍

に
包
囲
さ
れ
、
柴
田
勝
家
は
水
瓶
を
割
っ
て
城

中
の
武
士
達
を
鼓
舞

す
る
こ
と
に
よ
っ
て

こ
の
城
を
瓶
割
城
と

後
世
に
伝
え
て
い
る
。

一
の
郭
、
二
の
郭
、

三
の
郭
や
石
垣
、
井
戸
、

米
倉
等
の
跡
等
が
残

さ
れ
て
お
り
、
中
世

末
期
の
古
城
跡
で
あ
る
。 

そ
の
山
麗
に
沿
っ

た
小
高
い
山
の
斜
面
に
は
武
佐
寺
と
い
う
推
古

天
皇
時
代
に
創
建
さ
れ
た
と
す
る
古
寺
が
あ
り

寺
伝
に
よ
れ
ば
聖
徳
大
子
建
立
と
も
伝
え
ら
れ

白
壇
で
彫
っ
た
千
手
観
音
を
本
尊
と
し
て
祭
り
、

境
内
に
は
天
然
記
念
物
の
「
花
の
木
」
が
あ
る
。

創
建
以
来
幾
多
の
歴
史
が
あ
っ
た
が
元
亀
年
間
、

貰
火
に
よ
り
す
べ
て
が
灰
と
な
り
寛
永
十
二
年
、

三
七
〇
年
前
に
再
建
さ
れ
今
日
に
至
っ
て
い
る
。 

 

武
佐
の
宿
場
入
口
近
く
「
二
つ
橋
」
を
渡
り

八
風
街
道
を
横
切
っ
て
町
並
み
へ
と
つ
づ
く
。

間
も
な
く
愛
の
神
と
呼
ば
れ
て
い
る
小
さ
な
祠

を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。 

今
、
同
所
に
は
女
楠
の
古
木
が
あ
り
、
子
供

の
病
気
や
夜
泣
き
に
ご
利
益
が
あ
る
と
い
わ
れ

て
い
る
。
町
の
中
の
街
道
沿
い
に
高
札
の
跡
、

番
屋
の
跡
、
本
陣
跡
、
御
本
陣
跡
を
過
ぎ
て
東

へ
進
め
ば
、
浄
宗
院
、
広
済
寺
を
訪
ね
る
こ
と

が
出
来
る
。
昔
は
真
言
宗
で
あ
っ
た
が
、
前
述

の
長
光
寺
と
共
に
武
佐
で
の
二
大
寺
と
い
わ
れ

て
い
る
。 

 

広
済
寺
は
後
光
厳
天
皇
が
応
仁
の
乱
に
足
利

氏
に
護
ま
れ
て
こ
の
寺
に
落
ち
つ
か
れ
た
と
い

わ
れ
、水
戸
家
と
の
因
縁
も
古
く
、境
内
に
は
伊

達
政
宗
が
植
え
た
と
伝
わ
る
梅
の
古
木
が
あ
る
。 

　  又
、
町
は
ず
れ
西
生
来
町
近
く
に
は
牟
佐
神

社
が
あ
り
、
イ
ザ
ナ
ギ
、
ス
サ
ノ
オ
ノ
二
柱
を

主
神
と
し
て
祭
る
古
社
が
あ
り
、
か
っ
て
の
旅

籠
の
神
と
し
て
往
時
の
繁
昌
が
し
の
ば
れ
る
。 

 

広済寺 

第
 
回
 全
国
金
魚
す
く
い
大
会
近
江
八
幡
予
選
会 

近
江
八
幡
予
選
大
会
か
ら 

全
国
大
会
に
出
場
！！
 

 

近
江
八
幡
予
選
会 

 

 

3月15日・16日開催

左義長まつり
 
・両日は交通規制等により市内 
　は大変混雑し駐車場不足にな 
　ります。 
・近郊の方は近江八幡駅から小幡町 資料館前までの臨時バス 
　（大人往復420円）をご利用下さい。 
　また、近江鉄道全線一日乗り放題と左義長会場までの往復 
　バス代がセットになった記念切符（800円）も販売しております。 

左義長まつり

左義長まつりには、環境に優しい公共交通機関をご利用下さい。 

６
月
９
日
（
土
）
び
わ
こ
揚
水
土
地
改
良
区
と
の
共

催
で
行
い
ま
し
た
。
葦
に
つ
い
て
説
明
し
、
実
際
に
葦

刈
り
を
体
験
し
て
も
ら
い
、
そ
の
後
琵
琶
湖
の
魚
の
話

な
ど
の
話
を
聞
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。
参
加
し
た
子
ど

も
た
ち
は
め
ず
ら
し
そ
う
に
一
生
懸
命
葦
の
葉
を
刈
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
お
昼
に
は
、
葦
う
ど
ん
と
葦
ア
イ
ス

を
用
意
し
皆
さ
ん
に
食
べ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
は
う
ど
ん
が
茹
で
上
が
る
の
が
待
ち
き
れ
な
い
と

い
っ
た
感
じ
で
、
美
味
し
い
の
か
よ
ほ
ど
お
な
か
が
す
い

た
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
た
く
さ
ん
食
べ
て
満
足
そ

う
な
様
子
で
し
た
。
少
し
は
葦
の
こ
と
も
理
解
し
て
く

れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
こ
の
事
業
を
機
会
に
び
わ
こ

揚
水
さ
ん
と
は
協
定
を
結
ん
で
、
定
期
的
に
こ
の
よ
う

な
事
業
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 子
供
の
部 

優
勝
　 

養
覚 

眞
佳
　 

　
匹 

準
優
勝 

入
川 

綾
　
　 

　
匹 

3
位
　 

西
村 

梓
　
　 

　
匹 

 

大
人
の
部 

優
勝
　 

飯
田 

貴
文
　 

　
匹 

準
優
勝 

榎
並 

千
恵
子 

　
匹 

3
位
　 

中
島 

真
由
美 

　
匹 

全
国
大
会
へ 

全
国
大
会
へ 

全
国
大
会
へ 

全
国
大
会
へ 
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2007年7月15日開催 
近江八幡予選会成績 

前
年
同
様
、
秀
次
公
の
命
日
に
合
わ
せ
て
開
催
し
ま

し
た
。
今
年
は
当
日
に
台
風
が
接
近
す
る
と
の
こ
と
で
、

急
き
ょ
新
町
浜
で
の
開
催
を
あ
き
ら
め
て
白
雲
館
の
二

階
で
行
い
ま
し
た
。
室
内
の
限
ら
れ
た
空
間
の
せ
い
か
熱

気
が
感
じ
ら
れ
、
成
績
の
ほ
う
も
い
つ
も
の
年
よ
り
全
体

に
良
か
っ
た
よ
う
で
す
。
来
年
以
降
は
本
選
も
屋
内
で
開

催
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
新
町
浜
に
こ
だ
わ
る
こ

と
な
く
屋
内
の
会
場
で
行
う
方
向
で
進
め
て
い
き
ま
す
。 

 

全
国
大
会
で
大
活
躍 

子
供
の
部
優
勝
の
養
覚
さ
ん
、
３
位
の
西
村
さ
ん
、

大
人
の
部
２
位
の
榎
並
さ
ん
、
３
位
の
中
島
さ
ん
は
８

月
１９
日
に
行
わ
れ
た
全
国
大
会
に
出
場
さ
れ
ま
し
た
。 

養
覚
さ
ん
は
小
中
学
生
の
部
で
決
勝
ま
で
残
り
、

成
績
は
１７
匹
で
な
ん
と
１１
位
で
し
た
！ 

全
国
大
会 
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（社）近江八幡観光物産協会 
近江八幡市為心町元9（白雲館内）  
TEL.0748-32-7003   
http://www.omi8.com

協会員 
募集中 

近江八幡市立資料館  TEL. 0748-32-7048【問合せ先】

大人　500円 小人　300円（資料館入場料）
※市民は住所・氏名記入で無料となります

【 料 金 】

近江八幡市多賀町738-2 かわらミュージアム内　TEL.0748-36-6248

近江八幡のこだわりの店 
　　 かわらミュージアム内喫茶 

喫茶・軽食・ギャラリー・お土産 

1 1 より 営業いたします 
営業時間10：00～17：00

まちなみに装う
ひいなのほほえみ

再
発
見

近
江
八
幡
観
光
物
産
協
会
便
り 

【開催日】平成20年 2/9（土）～ 3/16（日）
近江八幡市立資料館、および市内各約30店鋪
資料館 9:00 ～16:30（月曜休館：入館は16：00まで）

近江八幡駅からバスで「小幡町資料館前」下車すぐ【 交 通 】

【 時 間 】

【 場 所 】

市内の旧家や商家等が所有する雛人形・五月人

形を商店等（約３０店鋪）のショーウィンドウや屋内に、

また、市立資料館が所蔵する雛人形・五月人形

等を旧西川家住宅・旧伴家住宅に展示。江戸後

期〜昭和30年代中頃の様々な年代の節句人形

です。箪笥や長持などの小物も併せて展示します。

第3回  近江八幡節句人形めぐり 第3回  近江八幡節句人形めぐり 

体験イベント 
西の湖と葦を学ぼう 

共催 びわこ揚水土地改良区 

西京街道商店街 七夕まつりに出店 7月7日 
八幡てんびんまつり チャリティー市場出店 8月3日
共栄会商店街 八幡堀まつりに協力 9月14日 
全国豊かな海づくり大会（大津市） 11月10日11日 
東近江地域づくり講座 12月8日 

その他 
2007年 
活動報告 

その他 
2007年 
活動報告 

建物の外壁をスクリーンに野外上映会。よしうどんを調理して販売。 

町を再発見～地域の資源をいかす　理事長が講師として参加しました。 

金魚すくいで出店しました。 

7/15の金魚すくい大会のPRもかねて、金魚すくいで出店しました。 

ギャラリー
スペース新町浜のスペースでよしうどん、アイス、せんべいを販売。 

（有）ほのぼの館 I    ギャラリースペース  新町浜 
〒523-0837  滋賀県近江八幡市大杉町30番地1
TEL.（0748）36-5115    FAX.（0748）31-3656
【 U R L 】http://www.shinmachihama.com
【営業時間】平日／10：00～16：00  土・日・祝／10：00～17：00
【定休日】水曜  

年始は 4日 から営業いたします。 

近江八幡の 
工芸品・物産が満載！ 

新年は4日から営業します

新 年 会 ご予約承ります

ご 法 事 会 席 承ります

会席料理  仕出し  鮒寿司  湖魚佃煮  うなぎ料理 

北之庄本店  郷土館

近江八幡市北之庄町1041  TEL 0748-33-5151（代）  

よ
し
う
ど
ん 

よ
し
せ
ん
べ
い 

販
売
中

販
売
中
！ 

よ
し
う
ど
ん 

よ
し
せ
ん
べ
い 

販
売
中
！ 

、 


